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祭りの時期には桟敷席
としてハレの場を演出する

消防訓練を通して防災デッキ
の避難時の使い方に慣れ親しむ

商業棟：「防災コア」のＸ階段により
　　　　   物販店舗のような在館人数の多い用途も計画可能　

クールミストとデッキと防災林が作り出す
木陰に人々が集い、くつろぐ。

木造都市を通して作り続ける
循環型社会

防災デッキがあることで、4階でも避難弱者が利用する
保育所・グループホームを設けることも可能。

「防災デッキ」は木造高密都市の
第二の地面のとして、まちの
商業的な価値を向上させる

利用者に発災時にすぐに
必要な備品を認知させる

防災倉庫の見える化
利用者の防災意識を向上
配管更新も容易に可能

縦配管の見える化

隣近所の顔が見える生活による
コミュニティ形成

日常利用 日常利用

日常動線リフレッシュ

建物 A
（ex. オフィス）

建物 B
（ex. 集合住宅）

防災コモンズ 建物 A
（ex. オフィス）

建物 B
（ex. 集合住宅）

防災コモンズ

日常管理

行政による定期確認
維持費の負担

日常管理

利用や清掃で日常管理設備や備品の見える化
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1. 木造都市の一般化に向けて

建築・都市の木造化に対する法整備や技術開発が進み、先導的な木造建築が実現してい
るが、一般的な普及には及んでおらず、より木造化のハードルを下げる必要がある。
また、日本では人口減少に伴い、都市の防災力が低下している。コンパクトシティなど
の新たな都市像が模索されており、そこには木造化された高密都市の実現可能性がある。
そこで本提案では、防耐火に関する法規制を緩和できる都市構造を提案し、木造建築の
誘導による木材利用促進と、地方都市が抱える課題解決を目指す。

ターゲットと課題

ダイアグラム

新規技術の導入

都市木造の一般的な普及に向けて求められる地方都市の木造モデル

2.中層木造高密都市モデル

中層木造高密都市の実現に向け、「防
災コモンズ」と「耐火緩和建物」で構
成された WOOD COMPACT CITY を
提案する。「防災コモンズ」は「防災
コア」と「防災デッキ」で構成される。

「防災コモンズ」によって、本来建物ごとに設けるべき防災設備や耐火性能を肩代わりす
ることで、木造建築の課題である耐火種別、高度な設計手法、経済的負荷等の負担が軽減
され、中層木造高密都市の実現を促進する。

2-1. 木造都市を推進させるモデルの提案

2-2. 防災コモンズのスキームと都市の木造化への誘導

民間事業者は敷地の一部を「防災コモンズ」として行政へ共有し、都市レベルで高い防
災力を獲得する。「防災コモンズ」に挟まれた敷地は、木造化を誘導する敷地となり、「防
災コモンズ」の建設費用は行政が負担する。木材需要の喚起により、行政・民間事業者・
木材関連業界の経済の循環を図る。「防災コモンズ」により防耐火性能規定が緩和され
ることで、国内各地で調達可能な一般流通材が活用でき、木材の地産地消にも繋がる。

ソフト提案 将来像

耐火 1H 6F
5F
4F
3F
2F
1F

耐火 1H耐火 1H耐火 1H耐火 1.5H耐火 1.5H

準耐火1H準耐火1H準耐火1H準耐火1H準耐火1H準耐火1H

耐火建築のため、耐火認定部材の使用が必要
中小企業での設計・施工はハードルが高い

準耐火建築のため、燃え代設計が可能
中小企業でも設計・施工が容易

両面とも外壁耐火構造
（過剰スペック）

各建物に
避難・消火設備の
設置義務あり

防災コアにより
避難・消火設備は
軽減可能

延焼防止機能のある耐火建築
各建物に設けていた避難・消火設備を集約
仮想地盤面、隣棟への避難経路
消防隊待機・活動スペース
街路樹を模したデザイン

防災コア

防災デッキ

コアに接続するため
外壁に耐火性能不要

避難・耐火安全検証法には
高度な技術や時間、コストが必要

コア
コア

耐火建築
準耐火建築

コア

4 階レベルを避難階扱いとし
4 階を 1 階とみなした
仕様規定で設計が可能

■従来の都市構造での中層木造

防災コモンズ

耐火緩和建物

防災コア

防災デッキ

■本提案の都市構造での中層木造

2-3. 防災コモンズが生む、小さな共同体と防災意識

防災コモンズの管理は、隣接する２つの建物の「所有・利用者」と「行政」との３者
で構成される小さな単位で行う。管理・利用を通して、コミュニティや防災を自分事
として捉えることで、都市部で希薄になりがちな共同体・防災意識を向上させる

本提案で目指す都市像木造建築の課題 地方都市の課題
・厳しい防耐火性能規定
・耐火部材が大企業により開発・特許
　化され限定的な技術になっている
・高度な設計手法・建設技術
・物価上昇による建設コストの圧迫

・建屋・防災設備の老朽化
・地域コミュニティの希薄化
・少子高齢化
・都市の活力の低下
・地域産業の衰退

木造建築のハード
ル を 下 げ、多 様 な
担い手が木造建築
を選択可能な環境
の創出⇒木造建築の一般的な普及が進まない ⇒都市としての防災力の低下

地方都市の地域コ
ミュニティの再生
を 通 じ て、住 民 で
の防災力の向上

都市で防災力を共有する仕組みの導入

緩和建物は一般流通木材で
容易に建設が可能

消防設備避難設備 コア機能の共有
防火性能の共有

木材需要用地共有

間接的な木材需要の喚起 産業復興による税金増収・国土の保全

一般流通材を供給

一般流通材の使用で「ウッドマイレージの削減」コンパクトシティ圏域

地場産材利用による、地産地消での木材循環

公共事業で
建設費用負担

耐火緩和建物防災コモンズ

地域の製材所 地域の林産地

行政

民間事業者

木材関連業界

WOOD COMPACT CITY
都市に防災力を共有する拠点 ʻ防災コモンズʼ を挿入する

防災コモンズにより防耐火規定を緩和し、一般流通材を使って誰もが取り組める都市木造を実現する
防災コモンズは地域コミュニティを再生し、日常利用を通して住民の防災力を向上させる

これからの時代に求められる新たな都市像として中層木造高密都市 ʻWOOD COMPACT CITYʼ を提案する

- 防災力を共有することで促進される木造都市 -

様々な都市への展開が可能
8.

日常的な市民活動が都市の防災力の向上に繋がる
6.

AI・IoT 技術の導入により防災力を向上
7. 都市の木造化に向けて防災力をサポートする技術

解体 / 更新 廃棄 光合成
CO2

廃材利用 固定炭素の排出

防災コモンズが地域コミュニティを再生

火災時の対応
▽避難階（1F）

▽避難階（4F）

防災コアの床と一体化し
水平力はコアで支持
幹は自重を負担

設備配置ルートを兼ねた
鋼管とのハイブリッド構造

枝はブリッジの荷重伝達と
幹の座屈長さを短くする

防災
コア

防災
コア

耐火
緩和建物

4-2. 設備を兼ねた樹状構造の「防災デッキ」 4-3.「耐火緩和建物」で可能になる構造の例

防災コモンズにより補正固有通常火災を 60 分以下に抑制
5. 火災発生時の避難・消火タイムライン・フロー

防災デッキの構造は街路樹のような形状とすることで、柱の
座屈長さを短くするとともに、街並みとの親和性を作り出す。
枝状の柱の一部は設備配管ルートも兼ねており、雨水集水や
消火用配管などとしても機能する。

　　　 

3Dプリンティングで樹木形状を構築。
セメントにはバイオ炭混和環境型コン
クリートを適用する。

３D プリンタ

1 階と 4 階を避難階として想定しタイムラインを算出した。
火災終了時間を１時間以内に抑えられるため、耐火緩和建物
は１時間準耐火建築物（燃え代設計）とすることが可能となる。

火災覚知からの時間［分］⇒
①火災覚知→
②避難完了→自動放水：在館者

◀避難完了

③消防現着→消火準備：公設消防
④放水開始→鎮火：公設消防
補正固有通常火災修了時間（tff(nc)）

（耐火緩和木造に必要な耐火時間）

通報・避難・自主消火：在館者

0 10 20 30 40 50 60 150

◀鎮火

消
火
フ
ェ
ー
ズ※時間は『火災時・避難時倒壊防止性能検証法の解説及び計算例とその解説』から算出。

　・避難時間算出条件：保育所等 (2 歳以上対象 ) を想定。歩行速度 [m/ 分 ]=6( 階段 ), 15( その他 )
　・消火準備時間算出条件：現着 =20 分 , 準備 =9.6 分 (1F→6F へ移動 , 非常用昇降機・連結送水管利用 )

防災コアに設置
されている屋内消火栓や
防災コアから延びる
スプリンクラー
による自主消火

フェーズ 1  火災覚知
　　　　　　→通報 / 避難 / 自主消火

「防災コア」は高い耐震性能を持つため、隣接する「耐火緩
和建物」の耐力を負担できる。加えて、耐火時間も緩和さ
れるため、構造・耐火に関する設計の自由度が高まる。一
般流通材の使用のハードルも下がり、地産地消を促進する。

自動放水により
延焼防止

デッキと地上
から避難

防災
コア

防災
コア

耐火
緩和建物

ホースを持って
移動する距離削減

消防隊が１階と
デッキから進入

ポンプ接続

デッキにある
送水口に
ホースを接続

防災
コア

防災
コア

耐火
緩和建物

屋内消火栓と
デッキから送水

防災
コア

防災
コア

耐火
緩和建物

フェーズ 2  避難完了
　　　　　　→自動消火

フェーズ 3  消防到着
　　　　　　→消火開始

フェーズ 4  放水開始
　　　　　　→鎮火

ELV ELV ELV

ELV

消火ポンプ 消火ポンプ

■可能になる構造形式の一例

防災デッキ

防災コア

防災コモンズの構造・生産システムと耐火緩和建物
4-1. ユニット化で効率的な施工が可能な「防災コア」

PCaコアウォール
による防火壁

PCaコアウォール

予備スリーブ

インサート
（CLT床受け用）

消火水槽

太陽光パネル

耐火緩和建物への
スプリンクラー配管

PCa コアウォールによる
防火壁
木質耐火部材

（水冷式 CLT スラブ）

1.
0h

耐
火

1.
5h

耐
火

Yインサート

RibPL-9
PL-12

＠1000㎜程でインサートを設け、
任意のレベルに床を取付ける事
ができる。

CLT床：9層9プライ
冷温水配管

輻射空調長ビス L=230 @150

壁はPCaユニット化で構成する
コアウォール。バイオ炭混和環境配慮型
コンクリートを適用、木材利用以外でも
カーボンニュートラルに寄与。
※CO2固定量：160kg/コンクリート1㎥

270

600

防災コアは自立可能な構造とし、部材をユニット化する事で同形状の防災コアの施工を効率化させる。建築基準法に従い、
１時間、1.5 時間耐火構造とする。

■防災コアのディテール■防災コアの構造・設備システム ■防災コアを形成する PCa 防火壁

CLT内部に冷温水配管を設置することで、火災時にはスラブを冷やして
燃え止まり防火区画を増強。日常時には輻射空調として機能する。

水冷式
水冷式CLTスラブの燃えどまり効果

火災発生後 60分
（共に90㎜まで燃焼）

火災発生後 120分
（水冷式のみに90㎜に留まる）

非水冷式

バイオ炭

防災コアは耐火緩和建築物の水平力を負担すると共に、
本来は建物ごとに設けるべき防災設備を肩代わりする。

防災コアを形成するＲＣ壁はPCaユニットを採用。各ユニッ
トにはCLT床受け用インサートと、予備スリーブを計画する
事で、将来の更新や変更を容易に行えるよう配慮する。
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3. 4.防災コモンズによる都市の防災力の向上
提案構成

プラン、断面構成　 エンジニアリング

「防災コモンズ」によって形成された小さな共同体をきっかけに、防災コモンズやその周辺が日常的な市民活動に活用
される。市民活動で育まれた地域コミュニティは、火災を始めとした災害発生時にも活かされ、都市の防災力をソフト
面からも向上させる。

「防災コモンズ」は都市の隙間や未利用地などの狭い敷
地に対しても適用可能なため、様々な既存都市への展
開が可能なモデルとなる。

１. 平面的な既存建物との共存

２. 断面的な既存建物との共存

平面的に既存建物と共存
し、徐々に都市全体に波
及させることが可能。

伝統建築など地域の文化
財を断面的に避けて展開
することも可能。

ルンバ型放水ロボットVR避難訓練 デジタルツイン災害予測 AIと消火設備の連携 ビッグデータの共有

散水装置と赤外線カメラを
搭載し、火災室に隣接する
部屋で 100℃を越えた部分
の検知で散水し、区画部材
の温度を下げ防火区画を保
持する

監視カメラと AI、消火設備
が連携し、カメラが捉えた炎
や煙を解析し、自動で散水す
る。不審者を見つけた場合も
警備会社通報し、放火も未然
に防ぐ

AI・IoT 技術の導入により、さらなる避難・鎮火時間の短縮を目指す。
住民の防災力向上、火災早期発見や初期消火に繋がる要素技術を
提案する。

吹付け硬質ウレタン
A 種 1H

100%7G

都市全体のビックデータをク
ラウド化する事で、火災時の
対応を即時検索できるシステ
ムを構築。すべての人がこの
システムを利用可能とする事
で、自主防災力向上にも貢献

都市のデジタルツインにより
火災を始めとした災害を精度
高く予測。火災の弱点となる
部分を事前に把握すること
で、適切な防災コモンズや消
防設備の配置を実現

監視カメラに
よる画像収集

AI に よ る 炎
や煙の感知

消火ポンプ

P
インバータ

扇形ノズル

制御弁

建物

自動放水による火災進展抑制

防災学校 インキュベートセンターオープンエアスペースまちレストラン

大規模災害発生時の炊
き出し等、共助の強化

栄養教室やクッキング
講座による健康増進

消防活動空地やトリアー
ジスペースとして機能

直売所など催しにも利
用可能なまちの居場所

開発された新技術によ
る被害情報の把握

ドローンなど新技術の
開発・実証実験の場

火災の初期消火等、災
害時の迅速な初動対応

防災イベントを通して
防災意識を向上

シニア健康カレッジ

避難弱者の減少により
早期避難が可能

健康増進に向けた知識
習得や体力強化

都市デザインセンター

火災や災害リスク個所
の把握やその事前対策

まちの未来を考える
ワークショップ日常

発災

日常

発災

日常

発災

日常

発災

日常

発災

日常

発災 火災発生時の初期対応
をスムーズに実施

VR による臨場感のある
予防訓練の実施日常

発災

< 既存建物＞ < 既存建物＞

< 伝統建築＞

床をガラスにして消火水槽の見える化

消火ポンプ室の見える化

防火水槽

セメントはバイオ炭コンクリート
を使用しCO2を固定

日常時はミストを散布することで
都市をクールダウン

共同管理する
コミュニケーションスペース

備蓄倉庫の見える化

消火配管の見える化

送水口

デッキ上に送水口を設け
消防隊のホース延長時間を短縮
監視カメラ、AI、消火設備の連携
で火災進展抑制

逆三角錐の形状を活かした雨水集水

フィルム型太陽光発電パネルを敷設

消火水槽からの水をポンプアップ
蓄電池

屋上で雨水集水し、消火及び中水として利用
耐火緩和建物へのスプリンクラー配管

太陽光発電でコアの電力を発電に寄与

■防災コモンズの断面イメージ

■防災コモンズの平面図

水冷式CLTスラブ

1. 日常的な地域コミュニティの形成 2. 日常管理を通じた防災意識の醸成

tff(nc)=55.4 分 <60 分

冷温水配管

自重は柱で支持
水平力はコアに伝達

一方向の水平力は
建物で支持

もう一方はコアに伝達

壁間に大スパン梁を
掛けて建物を全て

コアで支える

コアに荷重を
伝達させない

束ね柱（燃え代1H） CLT耐力壁 立体トラス 在来軸組


